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Ⅴ．特記事項 

1．フィールドミュージアム OPEN AIR LAB 

OPEN AIR LAB は、「建学の精神」の一部である「自然との共生」を理念とし、本学東京

西キャンパスを中心に展開するフィールドミュージアムである。平成 28（2016）〜29（2017)

年度に学内研究支援制度を利用して構想され、平成 30（2018）年度より活動を開始した。

東京西キャンパスは、富士山を源流とする桂川／相模川の上流に位置し、周囲を豊かな山

域に囲まれている。フィールドミュージアムは何よりもまずこの恵まれた環境を生かすた

めに構想された。しかし、理念で言う「自然」は、このような我々を取り巻く「外なる自

然」だけではなく、我々自身の感情、病気、成長／老いといった「内なる自然」も含むも

のである。人類は科学によって「自然」を「支配」しようとし、その結果として「外なる

自然」と「内なる自然」の両方から反撃を受けているように思われる。我々はそのような

反省に立ち、自然に寄りそった新しい科学のあり方を地域市民とともに探求していきたい

と考えている。日本では大都市への人口集中による地方文化の衰退、ひいては日本全体の

生産性と創造性の衰退が懸念されている。一つの希望は、物質あるいは経済的豊かさだけ

ではなく、精神的安心や満足を重視するという価値観の変化が、新しい世代に生じている

ように思われることである。OPEN AIR LAB は、多様な情報発信と地域ネットワーク創発の

機会を作り、いわゆる「田舎」で暮らしたいと考える若い世代の人々を支援していく。 

平成 30（2018）年度に OPEN AIR LAB を象徴する空間の「ブリコラ」が完成した。その

名前は人類の根源的知性を示すためレヴィ=ストロースが用いた「ブリコラージュ」からと

られた。それは目の前にあるものを使って問題を解決する知性であり、「エンジニアリング」

に対比される。後者は最適性と合理性の徹底を特徴とし、その結果として技術の分業化・

高度化・専門化が進むという特徴がある。それが近代の高度な文明を生み出したわけだが、

これからの世代が自然に寄りそった暮らしを成り立たせていくには、「ブリコラージュ」能

力の再評価が重要だと考えられる。「ブリコラ」は地域の大工や設計士の協力で作られた。

地域にある大正時代の建物が取り壊された際に出た廃材を活用し、馬が入れる扉や薪スト

ーブなどを設置した。空間演出は，教員らが所有する標本、研究用具、書籍などを持ち寄

って行った。一続きの大きな空間はコ・ワーキングフェスペースとワークショップスペー

スに区分され、学生の自主学習、打ち合わせ、学生によるカフェ営業、環境教育展示、研

究会、実習などに使われている。令和 2(2020)年度以降の活動は特に以下に重点をおく。1）

活発な学内研究会の開催によって学内の人的資源を発掘し、新たな学生と教員によるネッ

トワークを育てる。2）新たな地域ネットワークの創出や都市と田舎の交流を促すため、学

外と連携した公開イベントを積極的に開催する。3）キャンパス全体で自然と共にある喜び

を共有するため、サインデザインやランドスケープデザインを行い「キャンパス全体がミ

ュージアム」の実現を目指す。これからのコロナ時代、「自然との共生」を探求する意義は

さらに大きくなる。社会全体で経済活動と文化活動のオンライン化が進み、都市と田舎の

情報格差が小さくなるとともに、都市部への移動の必要性も減ると期待される。このこと

は、田舎暮らしを望む人にとって大きな後押しとなるにちがいない。OPEN AIR LAB が果た

すべき役割はさらに大きくなったと思われる。ブリコラでは、オンライン映画会／読書会

／研究会など、情報技術を生かした新たな活動も企画している。積極的に新たな価値を発

信し、「自然との共生」の探究に貢献したい。


